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論

説

大
川
小
津
波
高
裁
判
決
が
行
政
に
求
め
る
安
全
確
保
義
務

論
(
-
三
六
頁）

本
件
は、

東
日
本
大
窟
災
（
平
成
二＿＿一
年一＿一
月
―
一

日
）

後
の
津
波
に
よ
り、

児
童
七
四
名
及
び
教
職
貝
一

0
名
が
死
亡
し
た
事
案
（
石

巻
市
立
大
川
小
学
校
）

に
関
し
て、

死
亡
し
た
児
童
の
う
ち
二
三
名
の
父
丹
ら
が
大
川
小
の
教
員
等
に
児
童
の
死
亡
に
つ
い
て
過
失
が
あ

る
な
ど
と
主
張
し
て
石
巻
市
及
ぴ
宮
城
県
に
対
し、

国
家
賠
償
法

舌
竺
頭
）
等
に
基
づ
く
損
害
賠
恨
を
求
め
た
事
案
で
あ
る。

(
3)
 

L
審
仙
台
地
裁
判
決
は、

本
件
地
霙
発
生
当
日
の
教
員
等
に
よ
る
児
童
ら
の
避
難
誘
導
に
過
失
が
あ
っ
た
と
認
め、

被
告
ら
に
対
し、

国
賠
一

条
一

項、

三
条
一

項
に
基
づ
き
損
害
賠
償
を
命
じ
た
（
総
額
一

四
億
二
六
五
八
万＿
二
七
一

四
円
及
ぴ
遅
延
損
害
金）
。

こ
れ
に
対
し、

仙
台
高
裁
判
決
で
は、

次
の
論
理
で
被
告
ら
の
責
任
を
認
め
た
（
総
額
一

四
低＿―-
六
一

七
万
四
二
九一＿＿
円
及
び
遅
延
損
害

大
川
小
津
波
高
裁
判
決
の
分
析

本
論
稿
は、

大
川
小
津
波
高
裁
判
決（
郎
岳
立
沼
這）
を
受
け、

行
政
が
裁
判
所
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
か
に
受
け
止
め
ど
の
よ
う
な

対
策
を
進
め
て
い
く
べ
き
な
の
か、

高
裁
判
決
の
指
摘
を
分
析
し
つ
つ
、

今
後
の
あ
る
べ
き
危
機
管
理
・

防
災
行
政
の
あ
り
方
を
展
望
す

る
も
の
で
あ
る。

ま
ず、

本
論
稿
は、

筆
者
が
東
京
二
三
区
に
お
い
て
法
務
担
当
や
危
機
管
理
課
長
を
担
っ
て
き
た
行
政
実
務
経
験
か
ら、

行
政
の
組
織

構
造
・

行
政
運
営
面
に
も
焦
点
を
当
て
つ
つ、

行
政
実
務
現
場
（
特
に
事
前
防
災
の
側
面）

に
司
法
判
断
を
浸
透
さ
せ
（
架
橋
・

翻
訳
）、

行
政
実
務
改
善
の
た
め
の
処
方
箋
を
提
示
す
る
こ
と
を
目
的
に
本
高
裁
判
決
を
分
析
し、

実
務
へ
の
提
言
を
行
う
も
の
で
あ
る。

そ
の
た

め、

後
に
詳
述
す
る
が、

石
巻
市
及
ぴ
宮
城
県
が、

こ
の
判
決
を
批
判
し
上
告
を
行
っ
て
い
る
が、

こ
う
し
た
判
決
を
巡
る
行
政
の
姿
勢

に
つ
い
て
も
検
証
を
行
う。

住
民
と
行
政
と
の
関
係
は、
一

般
私
人
同
士
の
関
係
と
は
異
な
り、

住
民
は
い
わ
ゆ
る
「
主
権
者」

で
あ
る。

地
方
自
治
法
は、

住
民

福
祉
の
増
進（
這
認
碩
埠
法）
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ、

自
治
体
は、

常
に
住
民
の
命
（
安
全
•
安
心
）

を
守
る
責
務
を
負
う。

最
高
裁
判

所
の
判
決
や
そ
れ
を
受
け
て
国
が
方
針
を
出
す
ま
で
具
体
的
方
針
を
待
つ
か
の
よ
う
な
自
治
体
の
姿
勢
は、

地
域
住
民
の
命
を
預
か
る
立

場
の
自
治
体
の
姿
勢
と
し
て
首
肯
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。

当
該
高
裁
判
決
は、

詳
細
な
事
実
認
定
・

法
解
釈
を
基
に、

事
前
防
災
そ
し
て
行
政
組
織
間
の
連
携
（
指
揮
命
令
）

関
係
に
踏
み
込
み、

行
政
運
営
に
警
鐘
を
嗚
ら
す
と
と
も
に
具
体
的
な
今
後
の
道
筋
を
示
し
て
い
る。

こ
の
判
決
が
発
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
真
摯
に
受
け
止

(
2)
 
め、
「
主
権
者」

で
あ
る
住
民
（
特
に
子
ど
も）

の
命
を
預
か
る
行
政
は、

地
域
の
事
前
防
災
対
策
・

教
育
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る。

こ
の
視
点
か
ら
判
決
の
分
析
・

検
討
を
行
う。

は

じ

め

に
（
本
論
稿
の
立
ち
位
置）

ー

は
じ
め
に
（
本
論
稿
の
立
ち
位
置）

^

1
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ニ
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析

三

こ
の
判
決
か
ら
行
政
は
何
を
学
ぶ
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な
の
か
（
展
望）

四
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り
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確
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論

説

大
川
小
津
波
高
裁
判
決
が
行
政
に
求
め
る
安
全
確
保
義
務

（
第
94
巻
第
七
号）

石
巻
市
教
育
委
員
会
及
び
大
川
小
校
長、

教
頭、

教
務
主
任（
郎
『
知四
涅）
は、

大
川
小
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
第一二
次
避
難
に
係
る

(
4)
 

部
分）

に
想
定
地
撰
に
よ
っ
て
発
生
し
た
津
波
に
よ
る
浸
水
か
ら
児
童
を
安
全
に
避
難
さ
せ
る
の
に
適
し
た
第
三
次
避
難
場
所
を
定
め、

か
つ
避
難
経
路
及
ぴ
避
難
方
法
を
記
載
す
る
な
ど
し
て
こ
れ
を
改
訂
す
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り、

そ
の
義
務
は
平
成
ニ
ニ

年
四
月
三
0
日
の
時
点
に
お
い
て
は
個
々
の
在
籍
児
童
及
び
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
具
体
的
な
職
務
上
の
義
務
を
構
成
す
る
に
至
っ
て
い

た
と
こ
ろ、
こ
れ
を
過
失
に
よ
っ
て
愕
怠
し
た
も
の
で
あ
っ
て、

国
家
賠
倣
法一
条一
項
の
違
法
の
評
価
を
免
れ
な
い
（
こ
の
過
失
が
な

け
れ
ば
被
災
児
童
二
三
名
が
本
件
地
震
後
の
津
波
に
よ
っ
て
死
亡
す
る
結
果
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た）
と
し
た。

二

理
由
の
要
旨

以
下
基
本
的
に
高
裁
判
決
の
論
旨
・
筋
道
に
則
っ
て、

箭
略
に
ま
と
め
る。

1

主
な
争
点

争
点
は、

日
自
治
体
の
黄
任
原
因
の
有
無（（一
別
正
5
五
酔
皿。．
惰
聡
f且

琴
埠
蹂
認
芦濯）
と
口
損
害
内
容
・
損
害
論（
手
誤
1主
芸
罪。
）
に
大
き

く
分
か
れ
る
が、

本
論
稿
で
は
前
者
日
の
争
点
に
絞
り、

裁
判
所
が
行
っ
た
次
の
①
ー
③
の
三
系
統
の
主
張
整
理
を
基
に
論
述
整
理
を
行

う。
m

【
学
校
組
織
上
の
注
意
義
務
違
反
に
係
る
責
任
原
因】
（
五
立
1
主
誼）

市
教
委・
校
長
等
が
平
時
に
お
い
て
事
前
に、

児
童
の
生
命、

身
体
の
安
全
を
守
る
職
務
上
果
た
す
べ
き
義
務
を
憬
怠
し
た
こ
と
を
過

失
と
捉
え
る
判
断
枠
組
み

①

市
教
委・
校
長
等
は、

平
時
に
お
い
て
事
前
に、

児
童
の
生
命・
身
体
の
安
全
を
保
護
す
べ
き
義
務
を
負
っ
て
い
た
か。

務
の
性
質
に
つ
い
て（
睛
暉）。

②

市
教
委・
校
長
等
は、

平
時
に
お
い
て
事
前
に、

上
記
義
務
を
憬
怠
し
た
と
い
え
る
か（
舟国
諜
野
咋）。

③

市
教
委・
校
長
等
が
上
記
義
務
を
履
行
し
て
い
れ
ば
本
件
結
果
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
（
因
果
関
係）
（
四
塁。

②
【
本
件
津
波
か
ら
の
避
難
誘
導
義
務
違
反
に
係
る
責
任
原
因】
（一
居
評．一ー
祀
畑
瓦）

教
頭
を
始
め
と
す
る
教
員
ら
が、

本
件
地
鋸
発
生
後
の
具
体
的
危
険
の
予
見
可
能
性
を
前
提
に
し
た
結
果
回
避
義
務
を
解
怠
し
た
こ
と

を
過
失
と
捉
え
る
判
断
枠
組
み

（
な
お
高
裁
判
決
で
は、
争
点
m
学
校
組
織
上
の
注
意
義
務
違
反
に
係
る
資
任
原
因
を
認
め、
こ
れ
と
選
択
的
な
貨
任
原
因
で
あ
る
と
解
さ
れ
る

争
点
②
に
つ
い
て
は
判
断
す
る
必
要
が
な
い
と
し
て
い
る（
←
瞑））

①

本
件
地
箆
後、

教
頭
を
始
め
と
す
る
教
員
ら
は、

津
波
に
よ
る
児
童
ら
の
生
命
身
体
の
具
体
的
危
険
を
予
見
す
べ
き
注
意
義
務
を

負
っ
て
い
た
と
い
え
る
か（
呻
碑）。

②

本
件
地
窟
後、

教
頭
を
始
め
と
す
る
教
員
ら
は、

児
童
ら
を
安
全
な
高
所
へ
避
難
誘
導
す
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
と
い
え
る
か(
5

如）。③
【
事
後
的
不
法
行
為
に
係
る
貨
任
原
因】
（
応
I
七）

市
教
委・
校
長
ら、

市
長
・
県
知
事
ら
に
本
件
結
果
発
生
後
の
言
動
に
係
る
注
意
義
務
違
反（
狐
町
配
狂
E
心
浅
畑）
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る

か（
唸）。

2

校
長
等
が
負
っ
て
い
た
義
務
の
性
質
に
つ
い
て

、
、
、
、
、(
5)

m

学
校
保
健
安
全
法
二
六
条
な
い
し
二
九
条
が
保
護
す
る
法
的
利
益
に
つ
い
て

佳
治
体
設
置
の
学
校
で
は、

①
児
童
生
徒
に
対
す
る
教
育
を
組
織
的
か
つ
計
画
的
に
行
う
場
所
で
あ
る
公
共
施
設
と
し
て
の
学
校
の
安

全
が
確
保
さ
れ
る
こ
と、

及
ぴ
②
こ
れ
に
対
す
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
の
信
頼
の
二
つ
の
法
的
利
益
が
保
護
さ
れ
て
お
り、
こ
れ
ら、

①

②
は、

公
教
育
制
度
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
根
源
的
利
益
で
あ
る。

し
た
が
っ
て、
こ
の
根
源
的
利
益
保
護
の
た
め
に
行
使
さ
れ
る

(
6)

（

7)
 

べ
き
権
限
は、

適
切
か
つ
合
理
的
で
あ
る
必
要
が
あ
り、

特
に
児
童
生
徒
の
安
全
管
理
の
領
域
で
は
広
汎
な
裁
批
は
な
い。

②

校
長
等
の
法
二
六
条
な
い
し
二
九
条
の
作
為
義
務
の
内
容
を
拘
束
す
る
規
範
性
は、

市
教
委
と
学
校
と
が
相
互
に
共
有
す
る
学
校

（
第
94
巻
第
七
号）

―
1
0
 

そ
の
義



論

説

大
川
小
津
波
面
裁
判
決
が
行
政
に
求
め
る
安
全
確
保
義
務

の
実
情
に
基
づ
き
具
体
的
に
定
ま
る
（
学
校
の
実
情
は、

教
育
委
員
会
及
び
当
該
学
校
自
身
が
そ
れ
ぞ
れ
収
集・
蓄
稜
し
た
情
報
の
有
機
的
交
換

に
よ
り、

相
互
共
有
す
る
客
観
的
な
情
報
と
な
り、

校
長
等
の
作
為
義
務
の
内
容
と
な
る）。

(

8
)
 

③

保
護
者
は、

大
川
小
学
校
に
児
童
を
通
わ
せ
る
こ
と
を
法
律
上
強
制
さ
れ
て
お
り
（
罰
則
あ
り）、

そ
の
こ
と
は
す
な
わ
ち
児
童

生
徒
の
安
全
確
保
の
制
度
的
保
障
が
前
提
と
な
り、

法
二
六
条
な
い
し
二
九
条
の
定
め
る
校
長
等
の
作
為
義
務
は
上
記
制
度
的
保
障
の
一

貰
と
し
て
成
立
し、

保
護
者
と
の
関
係
で
規
範
的
拘
束
力
を
有
し、

職
務
上
の
法
的
義
務
と
し
て
作
為
義
務
の
内
容
と
な
る。

3

校
長
等
の
平
時
・
事
前
の
安
全
確
保
義
務
の
塀
怠
に
つ
い
て(-――
正
門
）

m

津
波
の
予
見
可
能
性（
竺
町）

(

9
)
 

ア
①

平
成一
六
年
報
告
•
平
成
二
三
年
報
告
に
お
け
る
津
波
浸
水
予
測
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も、

こ
の
予
測
が
あ
く

ま
で
も
概
略
の
想
定
結
果
で
あ
り、

大
川
小
の
実
際
の
立
地
条
件
（
広
大
な
水
域
面
積
を
有
す
る
北
上
川
の
観
潮
区
域
と
約
二
0
0
メ
ー
ト
ル

の
距
離
を
隔
て
て
隣
り
合
っ
て
お
り、

隔
て
る
も
の
は
北
上
川
右
岸
堤
防
の
存
在
の
み）

に
照
ら
し
た
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と。

②

本
件
想
定
地
簑
に
よ
り、

堤
防
の
天
端
沈
下
や
堤
防
破
堤
に
よ
る
大
川
小
浸
水
危
険
を
示
唆
す
る
知
見
が
あ
り、

こ
れ
ら
を
総
合

的
に
詳
細
な
検
討
を
行
え
ば、

大
川
小
が
本
件
想
定
地
雛
に
よ
り
発
生
す
る
津
波
被
害
を
受
け
る
危
険
性
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ

り、

平
成
二＿一
年
四
月
三
0
日
時
点（
鱚
醗
筍
如
証
件）
で
校
長
等
が
予
見
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
っ
た
こ
と。

イ

平
成一
六
年
報
告
に
よ
る
地
擬
被
害
想
定
調
査
結
果
を
引
き
写
し
た
に
過
ぎ
な
い
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
示
す
予
想
浸
水
区
域

図
は、

予
想
浸
水
区
域
外
に
津
波
が
来
襲
す
る
危
険
が
な
い
こ
と
（
予
想
浸
水
区
域
の
外
に
避
難
す
れ
ば
安
全
で
あ
る
こ
と）

を
意
味
す
る

も
の
で
は
な
く、

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
上
に
大
川
小
が
本
件
想
定
地
裳
に
よ
り
津
波
が
発
生
し
た
場
合
の
避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
結
論
と
し
て
誤
り
と
評
価
さ
れ
る
べ
き
こ
と。

ウ

校
長
等
の
過
失
の
前
提
と
し
て
の
津
波
被
災
の
予
見
可
能
性
の
有
無
の
検
討
に
お
い
て、

石
巻
市
自
身
の
過
誤
に
よ
る
避
難
場
所

指
定
の
事
実
を
予
見
可
能
性
を
否
定
す
る
事
情
と
し
て
考
慮
す
る
こ
と
は
相
当
で
は
な
い。

な
ぜ
な
ら
ば、

災
害
発
生
時
の
避
難
誘
端
に

お
い
て
は
児
童
生
徒
は
教
師
の
指
示
に
従
わ
ね
ば
な
ら
ず、

そ
の
意
味
で
児
童
生
徒
の
行
動
を
拘
束
し、

教
師
は
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

の
た
め
に
当
該
学
校
の
設
置
者
か
ら
提
供
さ
れ
る
情
報
等
に
つ
い
て
も
独
自
の
立
場
か
ら
そ
の
信
頼
性
等
に
つ
い
て
検
討
が
必
要。

工

校
長
等
が
石
巻
市
に
お
け
る
公
教
育
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
本
件
安
全
確
保
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識

及
び
経
験
は、

地
区
住
民
が
有
し
て
い
た
平
均
的
な
知
識
・
経
験
よ
り
も
遥
か
に
高
い
レ
ベ
ル
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ、

校
長
等
は
本
件
安
全
確
保
義
務
を
履
行
す
る
た
め
の
知
識
と
経
験
を
収
集
・
蓄
積
で
き
る
職
務
上
の
立
場
に
あ
っ
た
（
す
な
わ
ち、

職
務

上
知
り
え
た
地
擬
や
津
波
に
関
係
す
る
知
識
や
経
験
を
市
教
委
や
他
の
小
中
学
校
の
教
職
員
と
の
間
で
相
互
に
交
換
し
つ
つ
共
有
で
き
る
立
場
に
あ

っ
た）

と
い
え
る
か
ら、

校
長
等
の
津
波
に
対
す
る
予
見
可
能
性
の
有
無
は、

そ
の
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
者
を
前
提
と
し
て
判
断
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

オ

新
地
域
防
災
計
画
（
二
0
年
六
月
策
定
）

で
他
の
避
難
対
象
地
区
と
同
様
北
上
川
の
堤
防
沿
い
の
大
川
小
立
地
地
域
を
避
難
対
象

地
区
か
ら
除
外
す
る
合
理
的
理
由
は
な
く、

石
巻
市
自
身
の
過
誤
に
よ
る
避
難
対
象
地
区
未
指
定
事
実
を
予
見
可
能
性
否
定
事
情
と
し
て

考
慮
す
る
こ
と
は
相
当
で
な
い。

カ

上
記
の
と
お
り
大
川
小
が
一
六
年
報
告
．
—-
三
年
報
告
で
津
波
浸
水
域
予
測
に
よ
る
津
波
水
域
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て

も、

想
定
地
霙
に
よ
る
津
波
被
害
の
危
険
性
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り、

平
成
二
二
年
四
月
三
0
日
時
点
で
校
長
等
は
予
見
可
能

（
①
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
中
の
予
想
浸
水
区
域・
避
難
場
所
の
記
載、

②
地
区
住
民
の
津
波
に
対
す
る
認
識、

③
新
地
域
防
災
計
画
の
内
容
（
避

難
対
象
地
区
指
定
の
有
無））

は
上
記
認
定
判
断
を
覆
す
に
足
る
も
の
と
は
い
え
な
い。

②

本
件
安
全
確
保
義
務
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て（
年即）

ア

校
長
ら
等（
琴匹）

m

市
教
委
か
ら
小
中
学
校
長
宛
て
の
「
学
校
に
お
け
る
災
害
対
策
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
（
依
頼）」
（
平
成
二
二
年
二
月
八
日
発
出
依

頼
文
書（
葬
5」
ぶ
呻
屯）
・
同
四
月
三
0
日
教
育
計
画
届
出
期
限）

に
よ
り、

法
二
九
条一
項
が
定
め
る
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
・
改

論

説

大
川
小
津
波
高
裁
判
決
が
行
政
に
求
め
る
安
全
確
保
義
務

（
第
94
巻

第
七
号）

（
第
94
巻

第
七
号）

� 



論

説

大
川
小
津
波
高
裁
判
決
が
行
政
に
求
め
る
安
全
確
保
義
務

大
川
小
津
波
高
裁
判
決
が
行
政
に
求
め
る
安
全
確
保
義
務

訂
が
義
務
付
け
ら
れ、

校
長
を
拘
束
す
る
規
範
性
を
帯
び
る
こ
と
に
な
っ
た
（
教
頭
等
に
も
同
様
の
規
範
性）。

(

10
)
 

切

大
川
小
の
実
情
（
立
地
条
件
及
ぴ
知
見）

に
照
ら
せ
ば、

平
成
二
二
年
四
月ー―1
0
日
時
点
で、

校
長
ら
の
本
件
安
全
確
保
義
務
の

内
容
と
し
て
大
川
小
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
警
報
発
令
時
に
校
庭
（
第
二
次
避
難
場
所）

か
ら
速
や
か
に
移
動
し
て
避
難
す
べ
き
第

＿
二
次
避
難
場
所
と
そ
の
避
難
経
路
・

避
難
方
法
を
定
め
た
も
の
に
改
訂
す
る
義
務
は
校
長
ら
を
拘
束
す
る
規
範
性
を
帯
ぴ
て
い
た。

イ

市
教
委（
た
記）

(
11)
 

市
教
委
は、

法
二
九
条
一

項
に
基
づ
き、

大
川
小
が
上
記
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
べ
き
こ
と
を
指
甜、

内
容
確
認
を
し、

不

(
12)
 

備
が
あ
る
と
き
は、
是
正
指
示
・

指
導
を
す
べ
き
義
務
が
あ
る
（
平
成
二
二
年
五
月一
日
以
降、
市
教
委
を
拘
束
す
る
規
範
性
を
帯
ぴ
て
い
る）。

③

本
件
市
教
委
・

校
長
等
に
安
全
確
保
義
務
の
悌
怠
が
認
め
ら
れ
る
か。
（一ー
宕
町

ア

結

論（
だ
胆）

市
教
委
・

校
長
ら
に
は、

安
全
確
保
義
務
（
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
中
の
第
三
次
避
難
に
係
る
部
分
に
本
件
想
定
地
展
に
よ
り
発
生
す
る
津

波
に
よ
る
危
険
か
ら
回
避
で
き
る
よ
う
な
内
容
に
改
訂
す
べ
き
作
為
義
務、

す
な
わ
ち、

浸
水
か
ら
児
童
を
安
全
に
避
難
さ
せ
る
の
に
適
し
た
第
三

次
避
難
場
所
を
定
め、

か
つ、

避
難
経
路
及
ぴ
避
難
方
法
を
記
載
す
る
な
ど
し
て
改
訂
す
べ
き
義
務）

の
憬
怠
を
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
さ

れ
る。m

提
出
し
た
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
含
む
教
育
計
画
の
実
情

(
13)
 

第
三
次
避
難
に
係
る
部
分
に
は
「
第
二
次
避
難
【
近
隣
の
空
き
地
・

公
園
等】
」

と
の
記
載
が
あ
る
の
み、

避
難
経
路
及
ぴ
避
難
方
法

に
つ
い
て
は
何
ら
の
記
載
な
し。

(
14)
 

い

文
書、

会
議、

研
修
等
で
の
繰
り
返
し
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
及
び
周
知
の
指
示
が
あ
り、

平
成
二
二
年
四
月
三
0
日
時

点
以
降、

在
籍
児
童
・

保
談
者
と
の
関
係
で
規
範
性
を
帯
び
た
本
件
安
全
確
保
義
務
履
行
の
機
会
は
十
分
あ
っ
た。

団

市
教
委
は
記
載
部
分
を
確
認
せ
ず、

不
備
の
指
摘
及
ぴ
是
正
指
導
を
し
な
か
っ
た。

3

大
川
小
の
通
学
区
域
の
う
ち
津
波
に
よ
る
浸
水
危
険
性
が
認
め
ら
れ
る
区
域
か
ら
の
通
学
児
童
は
在
籍
児
童
一

〇
八
名
の
約
半
数

と
い
う
事
実
も、

法
二
七
条
の
安
全
計
画
及
び
法
二
九
条
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
策
定
の
重
要
な
大
川
小
の
実
情。

津
波
注
意
報
・

警

報
発
令
時
に
児
童
を
保
護
者
に
い
つ、

ど
こ
で、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
引
き
渡
す
の
か、

ど
の
よ
う
な
手
段
で
保
護
者
と
連
絡
を
と
る
の

か、

保
設
者
と
連
絡
が
と
れ
な
い
場
合
ど
の
よ
う
に
児
童
を
保
護
す
る
の
か
等
の
方
策
に
つ
い
て
事
前
に
保
護
者
と
の
間
で
具
体
的
に
協

'（
15)
 

議
・

周
知
が
必
要
（
喫
緊
の
課
題）

で
あ
っ
た。

し
か
し、

本
件
教
育
計
画
中
に
は
①
児
童
引
渡
方
策
に
係
る
事
前
協
議
と
そ
の
周
知
に

つ
い
て
定
め
た
記
載
な
し、

②
校
長
と
教
員
間
で
協
議
を
行
っ
て
い
な
い。

ま
た
③
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
中
に
記
載
の
あ
る
保
談
者
に

よ
る
「
防
災
用
児
童
カ
ー
ド」

の
記
入
・

提
出
と
そ
れ
に
基
づ
く
「
児
童
引
き
渡
し
確
認
一

蔑
表」

の
作
成
作
業
を
進
め
て
お
ら
ず、

④

児
童
の
引
き
渡
し
訓
練
も
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
（
市
教
委
は
①
に
つ
い
て
指
摘、

是
正
指
導
な
し）。

(
16)
 

切

「
学
校
に
お
け
る
災
害
対
応
の
基
本
方
針」
（
平
成
二
二
年
一
月
二
二
日
市
教
委
策
定）

に
よ
り、

校
長
が
作
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
た

(
17)
 

「
学
校
災
害
対
策
要
網」

を
作
成
し
て
い
な
か
っ
た
（
市
教
委
は
指
摘
是
正
指
尊
な
し）。

イ

主
な
自
治
体
側
の
主
張
（
次
の
m
\
3
の
四
点）

に
対
し
て
（
庄
頃）

m

大
川
小
に
津
波
が
到
達
す
る
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
予
見
可
能
性
が
な
い
と
の
自
治
体
側
の
主
張

し
か
し、

平
成
二
二
年
四
月
三
0
日
時
点
で
被
害
予
見
は
上
記
に
よ
り
可
能
で
あ
る。

い

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
中
に
第
三
次
避
難
場
所
を
定
め、

避
難
経
路
・

避
難
方
法
に
つ
い
て
の
記
載
を
改
訂
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
危
る
と
の
自
治
体
側
の
主
張

し
か
し、

最
も
有
効
な
第一
二
次
避
難
場
所
と
し
て
は
「
バ
ッ
ト
の
森」

が
あ
る
（
説
明
の
た
め
〔
図
ー
1〕

参
照）。

バ
ッ
ト
の
森
を
指
定
す
る
正
当
性
に
関
し
て
は、

主
に
以
下
六
点
が
示
さ
れ
て
い
る。

①
小
・

中
全
員
の
ほ
か
保
護
者
等
が
植
樹
祭
を
行
っ
た
場
所
（
平
成
一
九
年）‘

②
車
で
も
登
坂
で
き
る
林
道
整
備、

標
高
二
0
メ
ー
ト

ル
を
超
え
た
場
所
に
は
緩
や
か
な
斜
面
が
広
が
る
場
所
あ
り、

③
正
門
か
ら
距
離
七
0
0
メ
ー
ト
ル、

④
小
学
校
一

年
生
の
足
で
も
約
二

論

説

（
第
94
巻

第
七
号）

（
第
94
巻

第
七
号）

―
―
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―
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論

説

大
川
小
津
波
窃
裁
判
決
が
行
政
に
求
め
る
安
全
確
保
義
務

月
三
0
日
時
点
で
は
地
区
住
民
に
第
三
次
避
難
場
所
と
し
て

の
認
識
が
乏
し
い
と
し
て
も）

校
長
等
が
判
断
を
行
い
、

住
民
と
協
議
し
避
難
方
針
を
説
得
す
る
作
業
を
行
う
べ

き
で
あ
り、

平
成
二
二
年
四
月
三
0
日
以
降、

時
間
も

十
分
あ
っ
た。

⑥
（
周
辺
に
建
物
が
な
い
と
し
て
も）

平

成
二
二
年
四
月
三
0
日
以
降、

校
即
に
は、

雨
風
を
凌

い
だ
り
で
き
る
小
屋
等
の
施
設
・

設
備
等
の
在
範
児
童

安
全
確
保
の
た
め
の
必
要
な
措
骰
を
講
ず
べ
き
義
務

（
措
置
を
購
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の
石
巻
市
（
教
育

委
員
会）

に
申
し
出
る
べ
き
義
務）

が
あ
り（
庫
年）
、

対
応

時
間
も
十
分
あ
っ
た。

団

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
に
は
複
数
年
要
す
る
（
科
学
的
知
見
の
習
得
·

周
知
等）

と
の
自
治
体
側
の
主
張

し
か
し、

文
科
省
·

宮
城
県
・

石
巻
市
は
平
成
七
年
―
一

月
か
ら
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
の
重
要
性
の
指
摘
等
の
施
策
を
展
開
し

て
き
て
お
り、

平
成
二
二
年
四
月
三
0
日
時
点
で
は
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
に
必
要
な
防
災
に
関
す
る
科
学
的
知
見
は
す
で
に
周
知

(
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済
み
で
あ
る
し、

住
民
と
の
間
で
も
意
見
交
換、

調
整
等
を
行
い
(
Oii
戸）
、
改
訂
が
十
分
可
能
で
あ
っ
た。

石
巻
市
教
委
が
第
三
次
避
難
場
所
と
し
て
「
高
台
等」

と
記
入
す
べ
き、

又
は
具
体
的
な
第
三
次
避
難
場
所
を
特
定
し
た
指
祁
・

＇

、
工
9

9
 

助
言
等
を
行
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
の
自
治
体
側
の
主
張

し
か
し、

①
市
教
委
は、

毎
年
教
育
計
画
の
届
出
を
受
け
る
立
場、

②
そ
れ
を
確
認
し、

指
蔚
·

助
言
の
機
会
あ
り、

③
「
石
巻
市
教

育
ビ
ジ
ョ
ン
」

に
沿
っ
た
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
を
教
頭
会
等
で
強
調
し、

参
考
例
を
学
校
に
提
供
し
依
頼
文
掛
を
発
出、

④
研
修

会
（
教
頭
・

中
堅
教
員
等）

で
危
機
管
理
監
に
よ
る
津
波
の
場
合
に
高
台
に
避
難
す
べ
き
こ
と
を
説
明
さ
せ
て
い
る。

こ
れ
ら
か
ら、

少

な
く
と
も
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
中
の
第
三
次
避
難
場
所
の
記
載
を
点
検
し
て
い
れ
ば、

そ
の
不
備
を
指
摘
で
き
た。

4

本
件
校
長
等
に
よ
る
安
全
確
保
義
務
の
履
行
に
よ
る
本
件
結
果
回
避
可
能
性
（
因
果
関
係
の
有
無）

に
つ
い
て
（
正
臼
I)
。

具
体
的
に
は、

児
童
は
約
三
石
分
間
大
川
小
校
庭
で
第一
一
次
避
難
を
続
け
た
後
に
三
角
地
帯
に
向
け
て
第一
二
次
避
難
を
開
始
し
た
直
後

に
本
件
津
波
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
点
に
つ
い
て

約
三
石
分
を
要
し
た
原
因
と
し
て、

①
地
捉
発
災
前
に
裏
山
を
第
三
次
避
難
場
所
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
が、

正
式
決
定
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と、

余
震
発
生
も
あ
り
危
険
と
の
意
見
や
反
対
が
出
て
踏
躇
し
た
こ
と、

②
児
窟
や
保
設
者
対
応
等
で
一
―

名
の
教
職
貝

が
ま
と
ま
っ
て
裏
山
以
外
の
第
三
次
避
難
場
所
を
協
議
・

検
討
で
き
る
時
間
が
な
か
っ
た
こ
と、

こ
れ
ら
は、

校
長
等
が
本
件
安
全
確
保

義
務
を
屈
行
し
て
い
れ
ば、

在
藉
児
童
の
死
亡
と
い
う
結
果
回
避
が
で
き
た
と
い
え
る。

す
な
わ
ち
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
中
の
第
三
次
避
難
に
係
る
部
分
に
第一
二
次
避
難
場
所
と
し
て

「
ハ
ッ
ト
の
森」

を
定
め、

か
つ
避
難

経
路
・

避
難
方
法
に
つ
い
て
三
角
地
帯
経
由
で
徒
歩
で
向
か
う
と
記
載
し
て
あ
れ
ば、

い

教
頭
等
が
防
災
無
線
を
認
識
し
た
午
後
二
時
五
二
分
直
後
に
避
難
を
開
始
し、

旧

午
後一ー一
時
三
0
分
ま
で
に
「
バ
ッ
ト
の
森」

に
到
達
で
き
た。

ま
た、

①
上
記
避
難
場
所
等
を
事
前
に
保
設
者
に
周
知
し、

ま
た
②
地
域
住
民
と
の
協
艤
を
済
ま
せ
て
お
け
ば、

引
き
取
り
保
股
者
対

応
に
忙
殺
さ
れ
る
こ
と
や
当
日
の
意
見
交
換
に
時
間
を
省
く
こ
と
が
で
き、

第
三
次
避
難
開
始
の
遅
れ
を
回
避
で
き
た。

5

事
後
的
違
法
行
為
に
係
る
宜
任
原
因
が
認
め
ら
れ
る
か。

一

審
原
告
主
張
の
か
か
る
事
後
的
違
法
行
為
に
つ
い
て
は
国
賠
法
一

条
一

項
に
い
う
迎
法
な
行
為
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

不
法

と
は
植
樹
祭
の
経
験
で
実
証
済
み）、

®
(
平
成
二
二
年
四

0
分
で
到
達
可
能
（
低
学
年
児
窟
で
も
安
全
に
上
れ
る
こ

〔図ー1〕
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論

説

大
川
小
津
波
高
裁
判
決
が
行
政
に
求
め
る
安
全
確

保

義
務

過
失
の
認
定
（
注
目
箇
所
・
時
期）

に
関
し
て
（
地
裁
判
決
と
の
比
較）

組
織
的
過
失
の
認
定
に
つ
い
て

地
裁
判
決
が
地
雛
発
生
当
日
の
教
員
等
に
よ
る
児
童
ら
の
避
難
誘
郡
に
過
失
を
認
め
た
の
に
対
し、

高

裁
判
決
は、

事
前
の
防
災
対
策
を
怠
っ
て
い
た
市
教
委
及
び
校
長
ら
の
組
織
的
な
過
失
を
認
め
て
い
る。

過
失
認
定
に
係
る
行
政
組
織
的
な
位
置
付
け
を、
〔
表
1
1〕

の
よ
う
に
概
観
し
て
み
る
と
わ
か
り
や
す
い

だ
ろ
う
（
同
様
の
表
を
都
道
府
県
に
つ
い
て
も
作
成
し、

県
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
の
責
任
を
具
体
的
に
検
証
す

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る）。

上
記
区
分
け
を
し
て
み
る
と、
一

審
判
決
は
叩
教
育
部
局
の
中
の
④
各
学
校
の
更
に
個
別
の
教
員
ら

（
④
ー
2
（
当
日
は
校
長
は
休
み））

の
過
失
を
認
定
し
た
（
津
波
襲
来
の
約
七
分
前
に
高
台
避
難
を
呼
び
か
け

る
広
報
車
が
通
り、

教
員
ら
は
遅
く
と
も
そ
の
時
点
で
は
大
津
波
襲
来
を
予
見
で
き
た
の
に、

標
高
の
高
い
裏
山

へ
の
避
難
を
怠
っ
た
と
し
て、

地
挺
後
の
教
職
貝
ら
の
「
判
断
ミ
ス」

を
過
失
と
認
定）。

そ
れ
に
対
し、

高
裁
判
決
は
①
教
育
部
局
の
③
教
育
委
員
会
と
④
各
学
校
と
の
事
前
防
災
体
制
に
お
け

る
不
備
（
安
全
確
保
義
務
違
反）

を
も
っ
て
過
失
と
認
定
し
た
（
両
者
の
関
係
性
に
注
目
す
れ
ば
「
動
態
的
連

挑
関
係
の
注
意
義
務
違
反」

と
名
付
け
ら
れ
よ
う）
。

緊
急
時
の
現
場
に
お
け
る
判
断
ミ
ス
を
問
う
の
で
は
な
く、

そ
の
判
断
ミ
ス
を
導
い
た
事
前
・

平
時
の

行
政
の
取
組
み
を
問
う
本
判
決
は、

行
政
実
務
の
実
態
に
適
っ
た
妥
当
な
判
決
で
あ
る。

行
政
に
お
い
て

は、

個
々
人
の
担
当
者
の
恣
意
的
な
行
政
運
営
で
は
な
く、
「
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理」

の
下、

様
々
な
行
政
計
画、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン、

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
策
定
し、

そ
れ
に
基
づ
い
た
職
務
執
行
が
な
さ
れ
る。

こ
う
し
た
根
拠
と
な
る
計
画
等
が
果
た
し
て
真
に
緊
急
時
に
使

え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
か、

具
体
性
や
実
効
性
を
持
ち
う
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
か、

形
式
的
に
策
定
す
る
こ
と
に
重
き
が
置
か

れ
内
容
が
検
証
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か、

そ
こ
が
問
わ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る。

こ
の
判
決
が
行
政
実
務
の
実
体
に
踏
み
込
ん
で
問
題
提
起
し
て
い
る
意
味
は
大
き
い
。

計
画
部
署
と
現
場
と
の
連
携
が
な
さ
れ
て
い
な

(
20)
 

い
例
は
非
常
に
多
い
の
で
あ
る。

石
巻
市
は、
「
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
学
校
や
市
教
委
が
独
自
に
信
頼
性
を
検
討
す
る
こ
と
は
求
め

ら
れ
て
い
な
い
」

と
か、
「
大
川
小
の
津
波
避
難
場
所
指
定
を
校
長
と
教
頭
が
誤
り
と
判
断
し、

指
定
を
外
す
よ
う
市
教
委
に
申
し
出
る

(
21)
 

こ
と
は
当
時
の
知
見
で
は
で
き
な
か
っ
た」

等
を
上
告
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が、

こ
う
し
た
発
言
は、

計
画
部
署
と
現
場
と
の
連
携

の
な
さ、

乖
離
を
よ
く
表
す
も
の
で
あ
る。

現
場
の
様
々
な
事
態
（
緊
急
対
応
等）

の
た
め
に
平
時
に
計
画
が
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
り、

計
画
と
現
場
に
お
け
る
執
行
は
常
に
P
（
計

画）

D
（
実
行）

C
（
評
価）

A
（
再
改
善）

の
サ
イ
ク
ル
で
動
態
的
に
連
携
・

連
動
し
て
い
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。

例
え
ば、

具
体
的

に
は
ど
の
自
治
体
で
も
防
災
訓
練
（
避
難
訓
練
・
危
機
対
応
訓
練）

を
行
っ
て
い
る。

し
か
し、

第
者
が
調
べ
た
限
り
で
は
毎
年
同
様
の
訓

練
内
容
（
若
干
の
修
正
の
み）

と
し
て
い
る
自
治
体
が
少
な
く
な
い
。

い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
霙
災
に
対
し
て、

最
も
効
果
的
な
手
法

は、

平
時
の
防
災
訓
練
で
あ
り、

予
算
と
人
を
投
入
し
て
行
わ
れ
る
こ
う
し
た
訓
練
計
画
の
実
行
性
・

有
効
性
は、

日
進
月
歩
で
積
み
上

げ
ら
れ
て
い
る
知
見
や
地
域
・

現
場
と
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
繰
り
返
し
な
が
ら
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る。

本
判
決
を
踏
ま
え
る
の

で
あ
れ
ば、

計
画
策
定
者
側
の
責
務
と
し
て、

当
該
訓
練
計
画
の
意
図
を
現
場
に
伝
達
し、

実
行
後
の
現
場
か
ら
の
意
見
（
反
省）

の
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
て、

そ
の
具
体
的
検
証
・

改
善
が
不
可
欠
の
も
の
と
な
る
は
ず。

ま
た、

現
場
サ
イ
ド
と
し
て
は
そ
の
意
図
を
踏

ま
え
て
の
訓
練
の
う
ち、

何
が
で
き
て
何
が
で
き
な
か
っ
た
の
か、

で
き
な
か
っ
た
点
は
計
画
が
悪
い
の
か、

現
場
の
意
識
が
足
ら
な
い

の
か
等
の
検
証
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
お
互
い
の
組
織
間
に
お
け
る
連
携
・

連
動
的
な
具
体
的
な
職
務
遂
行
の
内
容
（
基
準）

と
な
ろ
う。

ー

こ
の
判
決
か
ら
行
政
は
何
を
学
ぶ
べ
き
な
の
か
（
展
望）

行
為
を
構
成
す
る
も
の
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。

論

説

大
川
小
津
波
麻
裁
判
決
が
行
政
に
求
め
る
安
全
確

保

義
務
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市町村

I 市町村部局 I ①防災・災害・危機管理部署

I ②福祉部署、

保

健部署等

n 教育部局 ③教育委員会

I ④各学校 I ④ -1: 学校長

I ④ -2: 教頭（副校長）•生活指導・担任等の教貝ら

―
―
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論

説

大
川
小
津
波
高
裁
判
決
が
行
政
に
求
め
る
安
全
確
保
義
務

本
来
あ
る
べ
き
姿
で
あ
る
が、

そ
の
当
た
り
前
の
あ
る
べ
き
姿
に
言
及
し
た
こ
の
判
決
の
意
義
は
大
き
い。

従
前
企
画
・
計
画
策
定
・

調
整
部
署
等
は、

ほ
と
ん
ど
責
任
の
直
接
の
名
宛
人
と
は
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
の
で
あ
り、

こ
れ
ら
の
部
署
と
現
場
部
署
と
の
間
の
職
務

遂
行
上
の
動
態
的
な
流
れ
を
捉
え、

自
治
体
の
組
織
間
の
責
任
割
合
に
言
及
し、

あ
る
べ
き
方
向
性
に
仕
向
け
る
画
期
的
な
判
決
で
あ

る。

こ
れ
ら
の
部
署
は、

こ
れ
ま
で
の
認
識
を
改
め
る
必
要
が
あ
ろ
う。

た
だ
し、

本
判
決
に
つ
い
て
は、

教
育
委
員
会
の
組
織
過
失
を
認
定
し
た
点
で
従
前
の
裁
判
例
の
歩
み
の
中
で
画
期
的
で
あ
る
が、

実

際
に
I
①
防
災
・
災
害
・
危
機
管
理
部
署
部
局
を
担
っ
て
い
た
経
験
か
ら
す
る
と、

上
記
表
の
ー
と
II
の
連
携
ミ
ス
と
い
う
評
価、

す
な

わ
ち、

I
①
防
災
・
災
害
・
危
機
管
理
部
署
部
局
の
働
き
か
け
が、

II
教
育
委
員
会
・
学
校
に
強
力
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
評

価
も
重
畳
的
に
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
と
考
え
る。

実
状
と
し
て
は
総
論
的
な
防
災
・
危
機
管
理
対
策
を
I
①
の
部
署
が
行
い、

具
体
策

は、

I
②
福
祉
部
門、

保
健
部
門、

II
③
教
育
部
門
に
そ
れ
ぞ
れ
委
ね
る
と
い
う
委
任
形
式
を
と
る
場
合
が
多
い
が、

ど
こ
ま
で
の
包
括

的
な
委
任
が
許
さ
れ
る
べ
き
な
の
か、

全
体
の
防
災
・
危
機
管
理
の
司
令
塔
と
し
て
の
平
時
の
具
体
的
職
務
内
容
・
遂
行
基
準
に
つ
い
て

も
今
後
議
論
が
詰
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う。

司
令
塔
が
果
た
す
べ
き
平
時
の
資
任
は
重
い
は
ず
で
あ
る。

2

過
失
の
認
定
時
期
に
つ
い
て

上
記
と
関
連
す
る
が、

簑
災
発
生
後
の
当
日
の
教
員
ら
の
判
断
ミ
ス
の
点
に
注
目
し
た
地
裁
判
決
の
理
屈
に
つ
い
て
は、

国
家
賠
償
法

が
規
定
す
る
「
違
法」
・
「
過
失」

に
つ
い
て
の
従
前
の
判
例
・
実
務
の
基
準
で
あ
る
「
職
務
上
通
常
尽
く
す
べ
き
注
意
義
務」

を
構
成
す

(
22)
 

る
各
々
の
フ
ァ
ク
タ
ー
に
照
ら
せ
ば、

子
ど
も
の
命
を
預
か
る
教
職
員
の
注
意
義
務
と
し
て、

否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え

る
が、

よ
り
事
前
に
遡
り
事
前
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
の
不
備
・
不
作
為
に
求
め
る
高
裁
判
決
が
支
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う。

二

予
見
可
能
性
（
上
記
二
—
二
3
(）

に
係
る
誤
解
・
批
判
に
つ
い
て

こ
の
点、

石
巻
市
・
宮
城
県
が
上
告
を
決
め
た
理
眼
と
し
て、

今
回
の
展
災
は
予
見
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し、
「
予
見
可
能

(
24)
 

と
い
う
推
認
は
科
学
的
根
拠
を
欠
い
て
い
る」
（
亀
山
紘
市
長）

と
の
発
言
が
あ
る。

し
か
し、

こ
の
発
言
は、

判
決
理
解
に
誤
り
が
あ
る。

判
決
は、
「
争
点
（
②」

の
市
教
委
・
校
長
ら
の
義
務
悌
怠
の
項
目
「
m
津
波

の
予
見
可
能
性
に
つ
い
て」

に
お
い
て、
「
校
長
等
が
予
見
す
べ
き
対
象
は、

本
件
地
侯
後
に
現
に
到
来
し
た
本
件
津
波
で
は
な
く、

本

件
想
定
地
簑
に
よ
り
発
生
す
る
津
波
で
あ
る。」

と
判
示
し
て
い
る。

予
見
可
能
か
否
か
は、

東
日
本
大
鋸
災
（
の
津
波）

で
は
な
い。

平
成
一
六
年
三
月
に
宮
城
県
防
災
会
議
地
筵
対
策
等
専
門
部
会
が
作
成
し
た
平
成
一
六
年
報
告
に
お
い
て
発
生
が
想
定
さ
れ
て
い
た
地
挺

で
あ
る。

ど
の
自
治
体
で
も
地
箆
想
定
を
行
い、

そ
れ
に
対
す
る
計
画
を
定
め
て
平
時
に
対
策
を
進
め
て
い
る。

こ
の
事
前
防
災
対
策
の

愕
怠
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る。

一

審
原
告
ら
に
対
し
て
の
み
な
ら
ず、

二
元
制
を
と
る
自
治
体
議
会
に
対
す
る
説
明、

更
に
住
民
に
対
す
る
説
明
と
し
て、

自
治
体
が

琵
25)

誤
っ
た
法
解
釈
を
発
信
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い。

三

「
校
長
ら
に
高
度
な
専
門
家
並
み
の
知
識
を
求
め
る
の
は
無
理
が
あ
る」
（
亀
山
紘
市
長）

と
の

言
に
つ
い
て

高
裁
判
決
に
対
し
て
は、
「
校
長
ら
に
高
度
な
専
門
家
並
み
の
知
識
を
求
め
る
の
は
無
理
が
あ
る」

と
の
市
長
発
言
が
な
さ
れ
て
い
る。

し
か
し、

こ
の
市
長
の
発
言
に
は
疑
問
を
呈
さ
ざ
る
を
得
な
い。

そ
も
そ
も、

上
記
ニ
ー
ニ
2
m
＼
③
に
記
述
す
る
よ
う
に、

学
校
保

健
安
全
法
等
に
よ
り
校
長
ら
に
は
法
的
義
務
が
規
定
さ
れ
て
お
り、

教
員
（
プ
ロ）

と
し
て
の
職
務
上
の
注
意
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
て、

本
来
こ
の
判
決
に
疑
問
を
は
さ
む
余
地
は
な
い
は
ず
で
あ
る。

(
26)
 

ま
た、

そ
も
そ
も
な
ぜ、

こ
の
判
示
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
え
ば、

裁
判
の
原
則
と
し
て
弁
論
主
義
の
建
前
が
あ
り、

自
治
体
側

が
次
の
よ
う
な
王
張
を
行
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る。

す
な
わ
ち、

本
件
裳
災
前
の
時
点
で
は
地
域
住
民
に
は
津
波
の
認
識
の
内
容
・

(
27)
 

程
度
は
低
く、

こ
の
地
域
住
民
の
認
識
を
勘
案
し
て
防
災
対
策
の
適
否
を
勘
案
す
べ
き
と
の
自
治
体
側
の
主
張
が
あ
り、

そ
れ
に
対
し

て、

裁
判
所
が
「
公
教
育
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
の
本
件
安
全
配
慮
義
務
を
遺
漏
な
く
履
行
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
及
ぴ
経

験」

は、
「
地
域
住
民
が
有
し
て
い
た
平
均
的
な
知
識
及
ぴ
経
験
よ
り
も
遥
か
に
高
い
レ
ベ
ル
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ」

と、

地
域
住
民
の
知
識
・
経
験
レ
ベ
ル
等
と
比
較
し
た
上
で、

高
い
レ
ベ
ル
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
判
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る。

論

説

大
川
小
津
波
高
裁
判
決
が
行
政
に
求
め
る
安
全
確
保
義
務

（
第
94
巻

第
七
号）

（
第
94
巻

第
七
号）

―

二
0







論

説

大
川
小
津
波
高
裁
判
決
が
行
政
に
求
め
る
安
全
確
保
義
務

能
だ
っ
た。
・
避
難
先
と
し
て
標
高
二
0
メ
ー
ト
ル
の
高
台
を
指
定
し
て
い
れ
ば
津
波
を
回
避
で
き
た」。

(

3
)

仙
台
地
方
裁
判
所
平
成
二
六
年
（
ワ）
第
三
0一
号
平
成
二
八
年一
0
月
二
六
日
第一
民
事
部
判
決
（
巨
:x/
D8255
442
44)。
吉
岡
和
弘

「
先
生
が
い
た
か
ら
児
童
は
死
ん
だ」「
消
費
者
法
ニ
ュ
ー
ス」
―
1
0
号―
ニ
ニ
頁。
朝
田
と
も
子
「
大
川
小
学
校
津
波
国
家
賠
償
訴
訟」「
法

学
セ
ミ
ナ
ー」
七
四
七
号ー
ニ
ー
頁。
三
上
明
彦
「
大
川
小
学
校
津
波
被
災
訴
訟
判
決」
「
季
刊
教
育
法」
一
九
三
号―
二
四
頁。
戸
部
真

澄
「
津
波
襲
来
時
の
公
立
小
学
校
教
員
ら
の
避
難
誘
導
に
つ
い
て
国
家
賠
償
衰
任
が
認
め
ら
れ
た
事
例」
「
新・
判
例
解
説
Wa
tc
hJ
二
―

号
四
七
頁。

(

4
)

宮
城
県
防
災
会
議
地
誕
対
策
等
専
門
部
会
が
作
成
し
た
平
成一
六
年
報
告
に
よ
る
発
生
想
定
地
霙゚

(

5
)

学
校
保
健
安
全
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
五
十
六
号）
第一
条
は
目
的
規
定
と
し
て
以
下
定
め
る。

（
目
的）

第一
条

こ
の
法
律
は、
学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
等
及
ぴ
職
員
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め、
学
校
に
お
け
る
保
健
管
理
に
関
し

必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に、

学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
が
安
全
な
現
境
に
お
い
て
実
施
さ
れ、

児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
が
図
ら

れ
る
よ
う、

学
校
に
お
け
る
安
全
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め、
も
つ
て
学
校
教
育
の
円
滑
な
実
施
と
そ
の
成
果
の
確
保
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る。

ま
た、
第
三
章

学
校
安
全
の
項
目
を
立
て、
以
下
第
二
六
条
か
ら
二
九
条
の
規
定
を
定
め
て
い
る。

（
学
校
安
全
に
関
す
る
学
校
の
設
置
者
の
責
務）

第
二
十
六
条

学
校
の
設
置
者
は、

児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め、
そ
の
設
囮
す
る
学
校
に
お
い
て、

事
故、

加
害
行
為、

災
害
等
（
以
下
こ
の
条
及
ぴ
第
二
十
九
条
第一二
項
に
お
い
て
「
事
故
等」
と
い
う。）
に
よ
り
児
童
生
徒
等
に
生
ず
る
危
険
を
防
止
し、

及

び
事
故
等
に
よ
り
児
童
生
徒
等
に
危
険
又
は
危
害
が
現
に
生
じ
た
場
合
（
同
条
第一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
「
危
険
等
発
生
時」
と
い

う。）
に
お
い
て
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う、

当
該
学
校
の
施
設
及
び
設
備
並
ぴ
に
管
理
運
営
体
制
の
整
備
充
実
そ
の
他
の
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る。

（
学
校
安
全
計
画
の
策
定
等）

第
二
十
七
条

学
校
に
お
い
て
は、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め、
当
該
学
校
の
施
設
及
び
設
備
の
安
全
点
検、

児
童
生
徒

等
に
対
す
る
通
学
を
含
め
た
学
校
生
活
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
に
関
す
る
指
導、

職
貝
の
研
修
そ
の
他
学
校
に
お
け
る
安
全
に

関
す
る
事
項
に
つ
い
て
計
画
を
策
定
し、
こ
れ
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

（
学
校
現
境
の
安
全
の
確
保）

第
二
十
八
条

校
長
は、

当
該
学
校
の
施
設
又
は
設
備
に
つ
い
て、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
上
で
支
障
と
な
る
事
項
が
あ
る

と
認
め
た
場
合
に
は、
遅
滞
な
く、
そ
の
改
善
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ、
又
は
当
該
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は、

当
該
学
校
の
設
置
者
に
対
し、
そ
の
旨
を
申
し
出
る
も
の
と
す
る。

（
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
の
作
成
等）

第
二
十
九
条

学
校
に
お
い
て
は、
児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め、

当
該
学
校
の
実
情
に
応
じ
て、

危
険
等
発
生
時
に
お
い

て
当
該
学
校
の
職
員
が
と
る
べ
き
措
置
の
具
体
的
内
容
及
び
手
順
を
定
め
た
対
処
要
領
（
次
項
に
お
い
て
「
危
険
等
発
生
時
対
処
要
領」
と

い
う。）
を
作
成
す
る
も
の
と
す
る。

2

校
長
は、

危
険
等
発
生
時
対
処
要
領
の
職
員
に
対
す
る
周
知、
訓
練
の
実
施
そ
の
他
の
危
険
等
発
生
時
に
お
い
て
職
員
が
適
切
に
対
処

す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る。

3

学
校
に
お
い
て
は、

事
故
等
に
よ
り
児
童
生
徒
等
に
危
害
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て、
当
該
児
童
生
徒
等
及
ぴ
当
該
事
故
等
に
よ
り
心

理
的
外
傷
そ
の
他
の
心
身
の
健
康
に
対
す
る
影
響
を
受
け
た
児
童
生
徒
等
そ
の
他
の
関
係
者
の
心
身
の
健
康
を
回
復
さ
せ
る
た
め、
こ
れ
ら

の
者
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は、

第
十
条
の
規
定
を
準
用
す
る。

(

6
)

と
り
わ
け
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
含
む
安
全。

?
7)

分
野・
対
象
に
よ
っ
て
裁
凪
の
幅
が
異
な
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
裁
祉
縮
減
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る。

(

8
)

学
校
教
育
法
施
行
令
五
条
二
項、

石
巻
市
学
校
教
育
法
施
行
細
則
四
条、

石
巻
市
立
小
学
校
及
ぴ
石
巻
市
立
中
学
校
の
通
学
区
域
に
関
す

る
規
則
二
条
別
表
を
根
拠
と
し、

保
護
者
は、
大
川
小
に
児
童
を
通
学
さ
せ
る
と
の
市
教
委
に
よ
る
行
政
処
分
を
受
け
て
い
る。

(
9)

宮
城
県
が
平
成一
六
年
報
告
後
の
最
新
の
科
学
的
知
見
を
加
え
た
追
加
調
査
に
基
づ
き
平
成
二
三
年
二
月一
日
付
け
で
作
成
し
た
も
の。

(
10)

①
「
津
波
対
策
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
検
討
報
告
書」

②
「
津
波・
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
マ
ニ
ュ
ア
ル」
（
内
閣
府・
良
林
水
産
省・
国
土

交
通
省）‘

③
石
巻
市
地
域
防
災
計
画
（
堤
防
決
壊
没
水
を
想
定
し
た
立
案
必
要
と
言
及）。
ま
た、

津
波
に
よ
り
学
校
敷
地
が
没
水
す
る
危

論

説

大
川
小
津
波
高
裁
判
決
が
行
政
に
求
め
る
安
全
確
保
義
務

（
第
94
巻

第
七
号）

（
第
94
巻

第
七
号）

―

二
七

ー

ニ

六



論

説

大
川
小
津
波
高
裁
判
決
が
行
政
に
求
め
る
安
全
確
保
義
務

険
が
あ
る
場
合
に
関
し
て、

④
「
学
校
等
の
防
災
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
（
第
二
次
報
告）
」
（
文
科
省）‘

⑤
「
「
生
き
る
力」

を
は
ぐ
く
む

学
校
で
の
安
全
教
育」
（
文
科
省）‘

⑥
「
宮
城
県
教
育
委
員
会
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
（
宮
城
県
教
委）、

⑦
「
平
成
ニ
ー

年
度
石
巻
市
学

校
安
全
対
策
研
究
会」

提
供
「
参
考
資
料
（
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
参
考
例）
」

に
も
触
れ
ら
れ
て
お
り、

第
三
次
避
難
場
所
と
そ
の
避
難

経
路
・

避
難
方
法
を
予
め
定
め
て
お
く
こ
と
は
必
須
不
可
欠
で
あ
っ
た
と
い
え
る。

(
11)

同
条
項
は
従
前
か
ら
重
要
だ
と
発
表
さ
れ
て
き
た
成
果
を
再
確
認
し、

全
て
の
学
校
運
営
者
が
遵
守
す
べ
き
法
律
上
の
義
務
に
ま
で
高
め

た
も
の。

(
12)

な
ぜ
な
ら
ば、

市
教
委
自
ら
が
依
頼
文
書
を
発
し、
実
情
を
踏
ま
え
た
内
容
に
改
訂
す
べ
き
こ
と
を
明
確
に
義
務
付
け
て
い
る
の
で
あ
る。

(
13)

こ
こ
で
い
う
第
二
次
避
難
と
は、

本
判
決
で
い
う
第一ー一
次
避
難
の
こ
と
を
意
味
す
る。

(
14)

①
「
「
生
き
る
力」

を
は
ぐ
く
む
学
校
で
の
安
全
教
育」
（
平
成
二
二
年
＝＿
月
版
資
料）

で
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成、

危
機
管
理

体
制
確
立
の
重
要
性
の
指
摘、

②
平
成
二
二
年
度
四
月
定
例
校
長
・

園
長
会
議、

③
平
成
二
二
年
度
四
月
・
九
月
・
ー
一

月
定
例
教
頭
会
議、

④
「
平
成
二
二
年
度
石
巻
市
立
小
・

中
学
校
教
頭
・

中
堅
教
貝
研
修
会」
（
平
松
危
機
管
理
監
に
よ
る
高
台
避
難
の
説
明
等）

に
よ
る
組
織

に
お
け
る
役
割
の
強
調、

こ
れ
ら
に
鑑
み
れ
ば
平
成
二
二
年
四
月
三
0
日
時
点
以
降
在
籍
児
童
・

保
設
者
と
の
関
係
で
規
範
性
帯
ぴ
た
本
件

安
全
確
保
義
務
履
行
機
会
は
十
分
に
あ
っ
た。

(
15)

こ
の
点
に
つ
い
て
は、
「
学
校
防
災
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
（
第
二
次
報
告）
」
（
文
科
省）、
「
石
巻
市
地
域
防
災
計
画」、
「
平
成
ニ
ー

年

度
石
巻
市
学
校
安
全
対
策
研
修
会」

で
紹
介
周
知
さ
れ
た
「
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
＼
防
災
教
育
へ
の
提
言
＼」、

こ
れ
ら

に
触
れ
ら
れ
て
お
り、

校
長
ら
に
と
っ
て
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た。

(
16)

①
「
平
成
ニ
ー

年
度
石
巻
市
学
校
安
全
対
策
研
修
会」

で
各
学
校
に
周
知、

②
本
件
依
頼
文
書
で
も
「
学
校
災
害
対
策
要
綱
（
案）
」

と

と
も
に
添
付、

③
「
平
成
二
二
年
度
八
月
定
例
校
長
会
議」

で
も
策
定
に
つ
い
て
再
確
認
を
指
示。

(
17)

要
綱
作
成
に
よ
っ
て
学
校
に
お
け
る
災
害
に
対
す
る
組
織
的
な
事
前
対
策
を
更
に
促
進
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る。

(
18)

教
頭
は
校
長
に
進
言
す
べ
き
義
務
等
が
あ
る。

(
19)

（
地
域
の
関
係
機
関
等
と
の
連
携）

第
三
十
条

学
校
に
お
い
て
は、

児
童
生
徒
等
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め、

児
童
生
徒
等
の
保
誤
者
と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に、

当

該
学
校
が
所
在
す
る
地
域
の
実
情
に
応
じ
て、

当
該
地
域
を
管
轄
す
る
警
察
署
そ
の
他
の
関
係
機
関、

地
域
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
活

動
を
行
う
団
体
そ
の
他
の
関
係
団
体、

当
該
地
域
の
住
民
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る。

(
20)

企
画
・

計
画
策
定
部
署
は
そ
の
計
画
を
策
定
す
る
点
が
自
己
目
的
化
し
て
し
ま
い、

完
成
し
た
ら
そ
れ
で
目
的
達
成
に
よ
り
終
了
し
て
し

ま
う。

本
件
訴
訟
で
は、

市
教
委
に
よ
る
本
件
通
知
が、

第
三
次
避
難
場
所
の
記
載
を
求
め
た
の
に
対
し、

通
知
の
提
出
と
い
う
形
式
の
み

を
履
行
し
た
大
川
小
と、

通
知
の
形
式
的
回
収
と
い
う
点
が
目
的
化
し
て
し
ま
っ
た
市
教
委
と
の
例
が
典
型
で
あ
る
が、

こ
の
こ
と
は
行
政

の
あ
ら
ゆ
る
所
管
課
間
の
事
務
連
絡
・

業
務
連
携
等
で
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る。

(
21)

河
北
新
報
二
0
一

八
年
五
月
ー

0
日
（
木）
「
止
ま
っ
た
刻

検
証
・

大
川
小
事
故

上
告
理
由
残
る
疑
問」。

(
22)

鈴
木
秀
洋
「
自
治
体
職
員
の
た
め
の
行
政
救
済
実
務
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク」
（
二
0
一

七、

第
一

法
規）
＿―-
八
ー
三
九
頁。

個
々
の
具
体
の
事

故
場
面
に
お
け
る
具
体
的
な
注
意
義
務
の
内
容
・

程
度
を
確
定
す
る
た
め
の
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
の
①
年
齢、

②
活
動
の
特
質、

③
時、

④

場
所、

⑤
天
気
・

天
候、

⑥
参
加
形
式
・

性
質、

⑦
個
別
の
特
殊
事
情
等
に
つ
い
て
あ
げ
る。

(
23)

河
北
新
報
二
0
一

八
年
五
月
一

0
日
（
木）
「
止
ま
っ
た
刻

検
証
・

大
川
小
事
故

上
告
理
由
残
る
疑
問」。

石
巻
市
の
上
告
理
由
と
し

て
「
①
鋸
災
前、

河
川
堤
防
の
決
壊
に
よ
る
大
川
小
の
没
水
を
学
校
や
市
教
委
が
予
見
す
る
の
は
不
可
能
に
等
し
い
」

と
示
す。

ま
た
同
日

宮
城
県
に
関
す
る
記
事
と
し
て、

宮
城
知
事
「
学
校
に
過
大
義
務」」
「
上
告
方
針
県
議
会
に
説
明」

と
の
見
出
し。

(
24)

河
北
新
報
二
0
一

八
年
五
月
七
日
（
月）
「〈
大
川
小
訴
訟〉

石
巻
市
上
告
の
方
針

判
決
「
科
学
的
根
拠
を
欠
く」」。

後
に
こ
の
発
言
は、

宮
城
県
沖
地
簑
の
予
見
可
能
性
を
吟
味
し
た
と
理
解
し
た
と
修
正
（
河
北
新
報
・

前
掲
注
(
21)）
。

(
25)

毎
日
新
聞
二
0
一

八
年
五
月
八
日
（
火）

社
会
面。

読
売
新
聞
二
0
一

八
年
五
月
一

八
日
（
火）

社
会
面。

r
26)

鈴
木
・

前
掲
注
(
22)

六
八
頁。

弁
論
主
義
と
は
裁
判
の
基
礎
と
な
る
訴
訟
資
料
の
収
集
と
提
出
を
当
事
者
の
権
能
及
び
黄
任
と
す
る
建

前
の
こ
と
を
い
う。

第
一

テ
ー
ゼ
と
し
て
主
張
責
任
の
原
則
が
あ
る。

(
27)

ニ
ー
ニ
2
m
津
波
の
予
見
可
能
性、

エ

痰
災
前
に
お
け
る
地
域
住
民
の
津
波
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
（
五
三
頁）
。

(
28)

行
政
手
続
法
参
照。

行
政
情
報
公
開
法
参
照。

鈴
木
・

前
掲
注
(
22)

六
一
・

六
二
頁。

自
治
体
と
住
民
の
間
に
お
け
る
訴
訟
の
あ
り
方

に
つ
い
て
法
的
に
積
極
的
真
実
義
務
が
苺
か
れ
る
こ
と
及
び
修
復
的
司
法
の
考
え
方
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て、

鈴

木
•

前
掲
注
(
22)

六
九
ー
七
一

頁。

鈴
木
秀
洋
「
自
治
体
の
訴
訟
法
務」

鈴
木
庸
夫
編
「
自
治
体
法
務
改
革
の
理
論』
(―
1
0
0
七、

勁

論

説

大
川
小
津
波
高
裁
判
決
が
行
政
に
求
め
る
安
全
確
保
義
務

（
第
94
巻

第
七
号）

（
第
94
巻

第
七
号）

ー

ニ
九

ー

ニ
八



論

説

大
川
小
津
波
高
裁
判
決
が
行
政
に
求
め
る
安
全
確
保
義
務

（
第
94
巻

第
七
号）

草
書
房）。
鈴
木
秀
洋
「
自
治
体
の
訴
訟
対
応
ー
政
策
法
務
の
視
点
か
ら」
自
治
体
学
会
編
「
自
治
体
の
か
た
ち」（
二
0
0
三、
第一
法
規）。

(
29)

大
川
小
の
校
舎
が
津
波
没
水
予
測
区
域
外
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず、

浸
水
想
定
を
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
の
批
判
も
あ
る。
し

か
し、

没
水
予
測
区
域
は
概
略
の
想
定
結
果
に
す
ぎ
ず、

概
略
を
地
域
の
実
情
等
を
考
慮
し
て
現
実
に
あ
て
は
め
て
落
と
し
込
む
の
は
当
然

個
々
の
現
場
で
な
す
べ
き
事
柄
で
あ
る
（
無
論
学
校
だ
け
で
や
る
べ
き
か
否
か
は
別
の
論
点
で
あ
り、

教
育
委
員
会
と
の
連
携
に
よ
る
べ
き

も
の
で
あ
ろ
う。）、

大
川
小
に
お
い
て
は、

上
記
3
m
ァ
S
力
の
事
実
に
よ
り
想
定
地
震
に
よ
る
津
波
被
害
の
危
険
性
は
あ
っ
た
と
判
決
が

述
べ
て
お
り、
津
波
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
危
機
に
対
し
て
対
応
策
を
考
え
て
い
る
の
が
現
場
で
あ
る。
大
川
小
の
立
地
条
件
か
ら
す
れ
ば、

津
波
被
害
の
危
険
性
を
想
定
し
た
日
常
の
教
育
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
む
し
ろ
自
然
で
あ
る。

箪
者
も
大
川
小
の
立
地
を
確
か
め
現
地
を

訪
ね
た
が、

高
裁
判
決
を
支
持
す
る
確
信
を
得
る
に
至
っ
て
い
る。

(
30)

教
貝
蓑
成
系
大
学
保
健
協
議
会
編
「
学
校
保
健
ハ
ン
ド
プ
ッ
ク
〈
第
六
次
改
訂〉」
（
二
0
一
六、

ぎ
ょ
う
せ
い）

参
照。

(
31)

池
上
正
樹
・
加
藤
順
子
「
石
巻
市
立
大
川
小
学
校
「
事
故
検
証
委
員
会」
を
検
証
す
る」
（
二
0
一
四、

ポ
プ
ラ
社）、

池
上
正
樹
・
加
藤

順
子
「
あ
の
と
き、

大
川
小
学
校
で
何
が
起
き
た
の
か」
（
二
0
一
八
（
六
刷）、

青
志
社）

等
参
照。

国
家
賠
償
法
に
お
け
る
対
外
的
個
人

貨
任
免
黄
の
法
理
を
再
考
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て、

鈴
木
秀
洋
「
国
家
賠
償
法
に
お
け
る
個
人
衰
任
再
考
—
国
家
賠
償
法一
条
の
公
務
員
の

対
外
貨
任
に
関
し
て」
「
ガ
バ
ナ
ン
ス
研
究
No
7J
(
二
〇―
一
、

明
治
大
学
公
共
政
策
大
学
院
ガ
パ
ナ
ン
ス
研
究
科）。

一

三
〇




